
本

年

の

秋

祭

か

ら

約

五

十

年

ぶ

り

に

神

輿

の

お

渡

り

が

復

活

し

ま

す

。

お

渡

り

は

神

輿

に

神

様

を

お

乗

せ

し

て

氏

子

地

区

を

巡

幸

し

、

神

様

と

氏

子

が

一

体

と

な

る

大

切

な

神

事

で

す

。

こ

の

た

び

は

大

宮

み

こ

し

会

子

ど

も

み

こ

し

巡

行

と

合

わ

せ

て

執

り

行

い

、

大

宮

地

区

を

約

二

時

間

巡

幸

し

ま

す

。

当

社

で

は

大

小

二

基

の

神

輿

を

所

有

し

て

お

り

、

お

渡

り

は

小

神

輿

で

行

い

ま

す

。

小

と

言

い

ま

し

て

も

本

体

の

高

さ

が

約

百

五

十

セ

ン

チ

、

装

飾

も

大

変

立

派

な

も

の

で

す

。

制

作

年

代

は

不

明

で

す

が

、

昔

の

人

々

の

氏

神

様

へ

の

篤

い

信

仰

が

伺

え

ま

す

。

昭

和

三

十

年

代

に

途

絶

え

て

以

来

の

お

渡

り

に

向

け

て

引

き

綱

や

台

車

を

施

す

な

ど

整

備

を

進

め

、

仕

上

げ

の

装

飾

を

残

す

の

み

に

な

り

ま

し

た

。

当

社

の

神

輿

お

渡

り

が

子

供

み

こ

し

や

各

地

区

地

車

巡

行

な

ど

の

神

賑

行

事

と

共

に

盛

り

上

が

り

、

地

域

振

興

の

一

助

に

な

る

こ

と

を

心

よ

り

願

っ

て

お

り

ま

す

。

な

お

従

来

の

例

祭

日

で

あ

る

十

月

二

十

六

日

の

祭

典

は

「

大

宮

神

社

例

祭

」

と

し

て

今

ま

で

通

り

斎

行

し

ま

す

。

七

五

三

詣

は

子

供

の

無

事

の

成

長

を

氏

神

様

に

感

謝

し

て

祝

う

伝

統

行

事

で

す

。

古

来

の

成

長

儀

礼

で

あ

る

男

女

三

歳

の

髪

置

、

男

児

五

歳

の

袴

着

、

女

児

七

歳

の

帯

解

の

祝

が

由

来

で

す

。

こ

の

時

期

の

境

内

は

晴

れ

着

姿

の

お

子

様

と

成

長

を

喜

ぶ

ご

家

族

の

笑

顔

で

あ

ふ

れ

ま

す

。

当

社

で

は

十

一

月

中

は

毎

日

予

約

な

し

で

午

前

九

時

半

よ

り

午

後

三

時

ま

で

の

間

、

七

五

三

祈

祷

を

承

り

ま

す

。

そ

の

他

の

月

の

場

合

は

ご

予

約

く

だ

さ

い

。

土

日

祝

日

は

境

内

が

混

み

合

う

た

め

、

近

隣

の

駐

車

場

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

秋

祭

神

饌

料

を

承

り

ま

す

。

ご

奉

納

さ

れ

る

と

祭

当

日

に

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

神

楽

奉

納

、

撤

下

品

を

授

与

、

奉

納

者

名

を

掲

示

板

に

掲

示

し

ま

す

。

詳

し

く

は

社

務

所

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。
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十

月

二

十

四

日

土

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

十

五

時

三

十

分

神

輿

お

渡

り

巡

幸

二

十

五

日

日

曜

日

十

一

時

秋

季

大

祭

神

楽

奉

納

（

拝

殿

ご

昇

殿

）

両

日

と

も

午

後

三

時

～

九

時

※

本

年

よ

り

秋

祭

の

日

程

が

十十十十

月月月月

第第第第

四四四四

土土土土

日日日日

に

変

わ

り

ま

す

新

た

に

台

車

と

引

き

綱

が

施

さ

れ

た

お

神

輿

大

宮

み

こ

し

会

子

供

み

こ

し

宮

入

り

平平平平

成成成成

二二二二
十十十十

七七七七

年年年年

秋秋秋秋

季季季季

大大大大

祭祭祭祭

七

五

三

詣

の

お

土

産

各地区地車の宮入。右から生江・内代町・中宮

六

月

三

十

日

に

夏

越

大

祓

を

斎

行

し

ま

し

た

。

昨

年

夏

越

よ

り

氏

子

様

参

列

の

式

と

な

り

、

大

祓

三

回

目

の

今

回

は

更

に

多

く

の

ご

参

列

を

賜

り

ま

し

た

。

参

列

者

は

自

身

の

罪

穢

れ

を

移

し

た

人

形

を

納

め

ま

す

。

一

同

で

大

祓

詞

を

奏

上

し

、

切

麻

で

半

年

間

の

罪

穢

れ

を

清

め

ま

し

た

。

年

越

大

祓

は

十

二

月

三

十

一

日

に

行

い

ま

す

。

詳

細

は

十

二

月

に

境

内

掲

示

に

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

夏夏夏夏

越越越越

大大大大

祓祓祓祓

七七七七
五五五五

三三三三
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料料料料

受受受受
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